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　４月７日、町内の小学校で入学式が挙行　４月７日、町内の小学校で入学式が挙行
されました。今年度の新小学１年生は 115されました。今年度の新小学１年生は 115
人で、安静小学校では 11 人の児童が小学生人で、安静小学校では 11 人の児童が小学生
の仲間入りをしました。の仲間入りをしました。

主な内容主な内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◎令和７年度予算の執行状況・・・２ページ◎令和７年度予算の執行状況・・・２ページ
◎就任のごあいさつ　　　　・・・６ページ◎就任のごあいさつ　　　　・・・６ページ
◎令和７年度総合表彰式　　・・・７ページ◎令和７年度総合表彰式　　・・・７ページ
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会計別 予算額
歳入 歳出

収入済額 執行率 支出済額 執行率

国 民 健 康 保 険 30 億 1,092 万円 25 億 8,177 万円 85.7% 24 億 7,126 万円 82.1%

後 期 高 齢 者 3 億 3,090 万円 3 億 1,832 万円 96.2％ 2 億 8,695 万円 86.7%

介 護 保 険 19 億 6,291 万円 17 億 6,343 万円 89.8% 17 億　903 万円 87.1%

中 央 土 地 区 画 1 億 6,047 万円 8,578 万円 53.5% 9,430 万円 58.8%

合 計 54 億 6,520 万円 47 億 4,930 万円 86.9% 45 億 6,154 万円 83.5%

区分 予算額 執行額 執行率

水
道
事
業

収 益 的 収 入 4 億 8,867 万円 4 億 7,839 万円 97.9%

収 益 的 支 出 4 億 4,350 万円 2 億 3,504 万円 53.0%

資 本 的 収 入 2 億　482 万円 2 億円 97.6％

資 本 的 支 出 4 億　617 万円 3 億 7,010 万円 91.1%

下
水
道
事
業

収 益 的 収 入 6 億 3,264 万円 4 億 5,416 万円 71.8%

収 益 的 支 出 6 億 2,725 万円 2 億 6,704 万円 42.6%

資 本 的 収 入 3 億 6,382 万円 3 億 2,667 万円 89.8%

資 本 的 支 出 5 億 1,916 万円 3 億 8,965 万円 75.1%

　

町
で
は
、
皆
さ
ん
に
町
の
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

予
算
概
要
や
決
算
な
ど
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、
令
和
７
年
度
（
令
和
８
年
３
月
31

日
現
在
）
予
算
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

町
の
会
計
に
は
出
納
整
理
期
間
が
あ
り
、
５
月
31
日
ま
で
お
金
の
出
し
入
れ
を
し
ま
す
。
最

終
的
に
は
、こ
の
数
値
を
も
と
に
決
算
を
取
り
ま
と
め
、最
終
決
算
の
数
値
と
し
て
公
表
し
ま
す
。

※
本
文
お
よ
び
図
表
な
ど
は
、
千
の
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。
合
計
な
ど
の
数
値
に
若
干
の
誤
差
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

令
和
７
年
度
予
算
の
執
行
状
況

一般会計　 予算額　128 億 1,111 万円

特別会計

●歳入（収入済額）112 億 4,378 万円（執行率 87.8%）

●歳出（支出済額）102 億 9,662 万円（執行率 80.4%）

企業会計

95 億 2,530 万円
（特別会計、企業会計を含む）
【内　訳】

一般会計  　　 52 億 2,226 万円
　　内  臨時財政対策債 ★

28 億 4,899 万円

中央土地区画整理事業特別会計
　2 億 1,606 万円

水道事業会計　　　  6,863 万円
下水道事業会計　40 億 1,835 万円

★臨時財政対策債とは
　地方交付税の財源不足に対処する
ため、不足する金額の一部を、一旦
地方公共団体で借金をしてまかなう
地方債です。後年度の地方交付税の
算定に含めるため、実質的には地方
交付税と言えるものです。

町民１人が納めた町税・・・15 万 6,938 円
１ 世 帯 が 納 め た 町 税 ・・・38 万　  59 円

町債現在高

町民 1 人・1 世帯当たりの状況

※町が特定の事業を行う場合、一般会計と区分して経理するものです。

問い合わせ　財務課財政係（内線３１２０）

(

町 税
地 方 交 付 税
寄 付 金
国 庫 支 出 金
繰 越 金
繰 入 金
地方消費税交付金
県 支 出 金
地 方 譲 与 税
そ の 他

0 　　　　　10　　　 　　20　　　 　　30　　 　　　40
総 務 費
民 生 費
教 育 費
農 林 業 費
土 木 費
公 債 費
衛 生 費
そ の 他

2 億 5,312 万円

32 億 6,699 万円
20 億 6,526 万円

13 億 939 万円
7 億 3,391 万円

1 億 5,398 万円

18 億 4,672 万円

5 億 6,756 万円

6 億 1,199 万円

32 億 8,449 万円

9 億 6,131 万円

27 億 5,914 万円

8 億 8,097 万円

7 億 4,574 万円

5 億 2,655 万円
5 億 8,802 万円

5 億 5,040 万円

（億円）

0　　 　　　10　 　　　　20　　 　　　30　　　 　　40（億円）

(

・土地　　　　  690,003㎡
　　（道路、河川は含まない）

・建物　　　　　 69,888㎡
・基金　　57 億 9,227 万円

町有財産・基金の状況

町民 1 人に使われた予算（一般会計）・・・   49 万 4,626 円
1 世帯に使われた予算（一般会計） ・・・119 万 7,839 円

4 億 3,486 万円
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令和８年度
行政区長・副区長合同会議を開催

令和８年度行政区長・副区長一覧
行政区 区長名 副区長名 行政区 区長名 副区長名

仁 江 戸 東 髙　野　洋　一 小　口　貞　三
瀬 戸 井 塙　　　史　郎

荒　川　信　雄
仁 江 戸 西 中　島　　　一 高　野　裕　美 髙　嶋　光　雄
粟 野 中　島　正　広 生　井　　　茂 兵 庫 沼 端 渡　辺　一　三 照　内　浩　一
片 角 中　島　佳　之 中　島　　　実 前 田 中　山　正　一 湯　本　春　雄
中 野 黒　川　儀　幸 稲　葉　健　一 高 野 上　野　眞　一　 小　菅　一　郎
苅 橋 保　科　一　男 諏　訪　　　守 伊 勢 山 帷　子　春　雄 小　林　雄　一
東 大 山 草　間　偉　光 草　間　常　夫 根 ノ 谷 石　塚　　　章 栗　原　克　己
太 田 関　　　信　男 田　中　富　男 菅 谷 西 北　野　和　已 相　沢　　　泉

若 古　橋　定　男 石　塚　義　広 西 大 山 爲我井　庄　一 爲我井　壽　一
沼 森 小　竹　茂　美 篠　原　正　美

塩 本 青　木　啓　悟
柴　森　米　光

貝 谷 塚　原　　　渥 杉　山　　　淳 安　田　忠　次
川 尻 赤　松　　　治 柴　　　重　夫 下 山 川 古　澤　　　泉 稲　葉　和　彦
今 里 広　瀬　孝　男 広　瀬　敏　美 粕 礼 大　塚　　　進 小　森　正　敏
本 郷 野　中　　　勤 小　竹　敏　明 本 田 大　里　真　弘 諏　訪　一　雄
蕗 田 国府田　　　弘 青　木　　　裕 前 山 野　口　　　進 野　村　幸　一
東 蕗 田 長　瀬　裕　二 坂　入　俊　夫 松 山 黒　子　孝　夫 大　里　和　広
新 地 相　田　敏　美 瀬　尾　勝　美 天王木番田 𠮷　田　　　昇 新　谷　隆　雄
福 岡 飯　倉　浩　行 齋　藤　　　進 築 越 六 軒 峯　　　智　道 松　岡　　　勇
栗 山 中　島　完　司 小　竹　克　巳 二 ツ 釜 大　柳　　　裕 宮　永　弘　之
尾 崎 遠　藤　勝　利 秋　葉　惠　一 道 前 六 保 松　村　　　勇 諏　訪　正　幸
大 間 木 堤　　　　　忠 堤　　　　　隆 平 塚 新 田 宮　本　正　美 河　口　　　努
芦ケ谷新田 岡　田　　　晃 中　島　爲　男 水 口 斉　藤　　　実 大久保　　　誠
舟 戸 平　岡　忠　夫 秋　葉　政　男 松 本 青　木　寿　夫 奈良澤　　　裕
仲 坪 川　村　　　孝 生　井　正　光 久 下 田 松　永　貞　良 松　永　　　実
山 ノ 神 秋　葉　和　次 高　橋　恵　三 新 井 矢　中　　　亨 中　澤　和　久
神 山 染　野　　　進 秋　葉　博　之 八 町 杉　田　政　夫 野　口　重　徳

磯 青　木　美　孝 青　木　　　衛 袋 飯ヶ谷　清　栄 飯ヶ谷　　　進
村 貫 東 古　橋　道　雄 内　海　　　浩 野 爪 草　間　昭　夫 大久保　勝　幸
村 貫 西 金　子　利　夫 内　海　寿　雄 坪 井 遠　藤　保　雄 宮　田　順　一
佐 野 東 爲我井　貞　雄 為我井　勇　一 高 崎 相　澤　信　男 関　　　良　男
佐 野 西 広　瀬　　　清 爲我井　正　美 大 渡 戸 荒　木　克　巳 倉　持　和　弘

※◎は区長親和会会長、副区長会会長 
　〇は区長親和会副会長、副区長会副会長

大 里 中　山　正　男 川　村　正　美
小 屋 倉　持　公　男 古　澤　次　男

　４月４日、中央公民館で全行政区の区長・副区長を対象とした合同
会議を開催し、町の施策や事業について情報共有を図りました。

◎

〇

〇

〇

〇

◎

〇

〇
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人　事　異　動

　
退
職
（
３
月
31
日
付
）

□
馬
場
俊
明
（
秘
書
公
室
長
）
□

飯
岡
勝
利
（
議
会
事
務
局
長
）
□

沢
木
健
太
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

主
幹
）

【
退
職
派
遣
】
□
稲
見
竜
也
（
消

防
交
通
課
主
事
）

　
異
動
（
４
月
１
日
付
）

【
役
職
定
年
】
□
鈴
木
佳
奈
（
会

計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

◆
秘
書
公
室

□
公
室
長
／
鈴
木
和
美
（
総
務
課

長
）
□
副
公
室
長
兼
秘
書
課
長
／

市
村
隆
男
（
秘
書
課
長
）

◆
総
務
部

□
副
部
長
兼
公
共
施
設
整
備
準
備

室
長
／
倉
持
浩
幸
（
都
市
建
設
課

長
）
□
副
部
長
兼
総
務
課
長
／
中

川
貴
志
（
財
務
課
長
）

■
財
務
課　

□
課
長
／
安
江
薫

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
）

■
消
防
交
通
課　

□
課
長
／
堤
弘

明
（
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
生
涯

学
習
係
長
）

◆
町
民
く
ら
し
の
部

□
部
長
／
須
澤
晃
（
総
務
部
副
部

長
兼
公
共
施
設
整
備
準
備
室
長
）

◆
保
健
福
祉
部　

■
福
祉
介
護
課
　
□
課
長
／
井
上

敦
之
（
健
康
増
進
課
長
）

■
こ
ど
も
家
庭
課　

□
課
長
／
山

口
富
実
子
（
税
務
課
長
補
佐
兼
資

産
税
係
長
）

■
健
康
増
進
課　

□
課
長
／
大
里

智
佳
子
（
国
保
年
金
課
長
補
佐
兼

国
保
係
長
）

◆
産
業
振
興
部

□
部
長
／
門
脇
豊
和
（
農
林
水
産

省
よ
り
派
遣
）

■
商
工
観
光
課　
□
課
長
／
為
我

井
正
（
産
業
振
興
課
長
）

◆
建
設
部

□
部
長
／
青
木
譲
（
産
業
建
設
部

長
）
□
副
部
長
兼
上
下
水
道
課
長

／
秋
葉
通
明
（
上
下
水
道
課
長
）

■
都
市
建
設
課　

□
課
長
／
粟
野

直
人
（
福
祉
介
護
課
長
）

◆
教
育
部

□
副
部
長
兼
学
校
教
育
課
長
兼
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
／
関
和
之

（
学
校
教
育
課
長
）

■
生
涯
学
習
課　

□
課
長
兼
歴
史

民
俗
資
料
館
長
兼
公
民
館
長
兼
図

書
館
長
／
初
沢
孝
（
課
長
兼
歴
史

民
俗
資
料
館
長
兼
公
民
館
長
）

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

□
課
長
／

西
村
良
（
消
防
交
通
課
長
）

◆
会
計
課

□
会
計
管
理
者
兼
課
長
／
古
澤
朗

紀
（
町
民
く
ら
し
の
部
長
）

◆
議
会
事
務
局

□
局
長
／
岩
坂
信
幸
（
こ
ど
も
家

庭
課
長
）

　
新
規
採
用

□
農
政
課
主
事
／
塚
田
響
□
財
務

課
主
事
／
髙
嶋
一
希
□
税
務
課
主

事
／
服
部
寛
大
□
戸
籍
住
民
課
主

事
補
／
幸
田
陸
希

　
退
職
（
３
月
31
日
付
）

□
横
瀨
郁
子
（
西
豊
田
小
教
諭
）

□
粟
野
朱
美
（
西
豊
田
小
教
諭
）

□
弦
巻
崇
（
安
静
小
教
頭
）
□
國

府
田
睦
（
中
結
城
小
校
長
）
□
秋

葉
涼
太
（
中
結
城
小
教
諭
）
□
柴

瑞
季
（
下
結
城
小
教
諭
）
□
増
渕

晶
（
下
結
城
小
教
諭
）
□
青
木
直

子
（
東
中
教
諭
）

　
転
出
（
３
月
31
日
付
）

■
西
豊
田
小　
□
教
頭
／
松
﨑
早

苗
（
豊
岡
小
）
□
教
諭
／
小
林
陽

菜
（
中
結
城
小
）
□
養
護
教
諭
／

稲
見
容
子
（
逆
井
山
小
）

■
安
静
小　
□
校
長
／
石
塚
和
佳

子
（
古
里
小
）
□
教
諭
／
深
谷
恵

美
子
（
西
豊
田
小
）
□
教
諭
／
関

口
克
英
（
八
千
代
一
中
）
□
教
諭

／
浅
野
浩
一
（
石
下
小
）
□
養
護

教
諭
／
飯
島
綾
子
（
竹
島
小
）

■
中
結
城
小　

□
教
諭
／
中
山
雅

則
（
町
教
育
委
員
会
）
□
教
諭
／

人
見
和
香
子
（
大
宝
小
）
□
教
諭

／
照
沼
良
弘
（
大
生
小
）

■
下
結
城
小　
□
校
長
／
横
関
正

俊
（
安
静
小
）
□
教
諭
／
篠
山
美

香
（
諸
川
小
）
□
教
諭
／
諏
訪
秀

隆
（
総
和
中
）

■
川
西
小
　
□
教
諭
／
倉
持
康
平

（
東
中
）

■
東
中　

□
校
長
／
太
田
一
茂

（
中
結
城
小
）
□
教
諭
／
大
島
慶

太
（
下
結
城
小
）
□
教
諭
／
大
原

奈
央
子
（
西
豊
田
小
）

■
八
千
代
一
中　
□
教
頭
／
佐
藤

和
久
（
結
城
西
小
副
校
長
）
□
教

諭
／
飯
村
佐
衣
（
川
西
小
）
□
教

諭
／
小
林
尚
美
（
江
川
南
小
）
□

教
諭
／
太
田
喜
子
（
下
妻
中
）
□

教
諭
／
國
府
田
美
幸
（
田
彦
中
）

■
八
千
代
町
教
育
委
員
会　

□
社

教
主
事
／
増
田
靖（
中
川
小
校
長
）

□
指
導
主
事
／
大
塚
珠
世
（
境
一

中
教
頭
）

　
転
入
（
４
月
１
日
付
）

■
西
豊
田
小　
□
教
頭
／
中
山
尚

美
（
猿
島
中
）
□
主
幹
教
諭
／
生

井
卓
也
（
水
海
道
中
）
□
教
諭
／

深
谷
恵
美
子
（
安
静
小
）
□
教
諭

／
大
原
奈
央
子
（
東
中
）

■
安
静
小　

□
校
長
／
田
邉
勉

（
結
城
小
）
□
教
頭
／
中
村
明
久

（
大
井
沢
小
）
□
教
諭
／
横
関
正

学
　
校

俊
（
下
結
城
小
校
長
）
□
教
諭
／

荒
井
文
子
（
諸
川
小
）
□
教
諭
／

亀
﨑
敬
史
（
岩
井
中
）
□
教
諭
／

鈴
木
萌
々
香
（
新
規
採
用
）
□
養

護
教
諭
／
飯
塚
由
紀
子（
大
田
小
）

■
中
結
城
小　
□
校
長
／
太
田
一

茂
（
東
中
校
長
）
□
教
諭
／
須
田

俊
恵
（
総
上
小
）
□
教
諭
／
川
村

聖
人
（
総
和
南
中
）
□
教
諭
／
小

林
陽
菜
（
西
豊
田
小
）
□
教
諭
／

中
山
和
海
（
新
規
採
用
）

■
下
結
城
小　
□
校
長
／
野
尻
知

子
（
中
小
）
□
教
諭
／
河
田
景
子

（
新
規
採
用
）
□
教
諭
／
大
島
慶

太
（
東
中
）
□
教
諭
／
草
間
夏
美

（
岡
田
小
）

■
川
西
小
　
□
教
諭
／
飯
村
佐
衣

（
八
千
代
一
中
）

■
東
中　

□
校
長
／
櫻
井
完
介

（
県
教
育
庁
総
務
課
）
□
教
諭
／

倉
持
康
平
（
川
西
小
）
□
教
諭
／

涌
井
智
子
（
新
規
採
用
）

■
八
千
代
一
中　
□
教
頭
／
増
田

淳
二
（
絹
西
小
）
□
教
諭
／
木
下

直
子
（
結
城
中
）
□
教
諭
／
関
口

克
英
（
安
静
小
）
□
教
諭
／
遠
藤

雅
奈
（
境
二
中
）
□
教
諭
／
岩
上

優
斗
（
新
規
採
用
）
□
栄
養
教
諭

／
梅
村
夢
香
（
下
大
野
小
）

■
八
千
代
町
教
育
委
員
会　

□
指

導
主
事
／
爲
我
井
雄
太
（
結
城
南

中
）□
社
教
主
事
／
中
山
雅
則（
中

結
城
小
）

役
　
場
（　

）
内
前
職

※
異
動
は
、
管
理
職
の
み
掲
載

　

し
て
い
ま
す
。

４月１日付で、町職員および小中学校職員の人事異動がありました。
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区分 実施機関 請求件数
公開（開示）した情報の内訳

不服申立件数
公開件数 一部公開件数 非公開件数

情報公開

町 長 ５ ３ １ １ ０
議 会 ０ ０ ０ ０ ０
教 育 委 員 会 ２ ０ ２ ０ ０
選挙管理委員会 ０ ０ ０ ０ ０

個人情報 町 長 ０ ０ ０ ０ ０

令和７年度情報公開・個人情報保護制度の実施状況
令和７年度における情報公開制度・個人情報保護制度の実施状況をお知らせします。

令和７年度選挙人名簿抄本の閲覧状況
令和７年度の選挙人名簿抄本および在外選挙人名簿抄本については、閲覧の申し出がありませんでした。

問い合わせ　総務課総務法制係（内線３２２０）

令和８年度八千代町消防団幹部令和８年度八千代町消防団幹部

職 名職 名 氏 名氏 名

団 長 生　井　英　公

副 団 長 杉　田　敏　博

副 団 長 岩　田　　　大

指 導 長 爲我井　一　城

指 導 員 赤　塚　智　史

第１分団長 生　井　孝　治

第２分団長 山　口　　　司

第３分団長 爲我井　哲　也

第４分団長 堤　　　規　行

第５分団長 内　海　祐太郎

第６分団長 古　沢　芳　弘

第７分団長 伊　藤　光　弘辞令交付の様子

令和８年度
八千代町消防団辞令交付式を開催

　３月 29 日、中央公民館で八千代町消防団（生井英公団長）の辞令交付
式を開催しました。式典では、生井団長から退職団員 14 人、新入団員 11 人、
役職異動者 17 人への辞令を本部および各分団長に交付しました。
　式典終了後は、農村環境改善センターで新入団員を対象とした規律訓練
や放水訓練が行われました。

���������������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������������������������������	�������
�����������������������
�������������������������������������

�������	�������
�����������������������
���������������������������������������������

広告

団長訓示

鈴鈴のの樹樹 ハハウウススププララスス
鈴鈴木木 浩浩司司

住宅のお悩みは鈴の樹ハウスプラスにご連絡ください。

住宅メンテナンス・高気密 高断熱住宅・
リフォーム・外壁塗装 他

八千代町東蕗田 656-2
TEL 0296-49-1697

FAX 0296-49-1697
携帯 090-4928-4483LINE友だち追加 インスタやってます

広告 広告
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日野自動車 古河工場 
期間従業員大募集！！
しっかり稼げて誇れる仕事が、ここにあります。

0120-541-376

《ご予約・お問い合わせ》
日野自動車採用センター

詳細はコチラ！>>>

9:00～19:00平日 9:00～17:00　土・祝

https://www.hino-works.infoWEB

広告

就任のごあいさつ就任のごあいさつ

　この度、副町長に就任しました馬場俊明でございます。
　これまで八千代町の職員として、地域の皆さまの声に耳を傾けな
がら業務に携わってまいりました。
　その経験を生かし、現場感覚を大切にした行政運営に努めてまい
ります。
　変化の激しい時代ではありますが、本町の持つ魅力と強みを大切
にしながら、誰もが安心して暮らせるまちづくりと持続的な発展に
全力で取り組んでまいります。
　今後とも、町民の皆さまの温かいご理解とご協力を賜りますよう
お願い申し上げます。

　私は陸上自衛隊を定年退官し、八千代町に防災監
として就任しました倉田でございます。東日本大震
災、平成 28 年鬼怒川氾濫等、数々の災害派遣に従
事した経験を基に、防災のスペシャリストとして【町
民の皆さまの生命と財産をできる限り守るため】の
諸準備、災害発生時の町長をはじめとする現場での
判断・決心に資する助言・行動を遅滞なく実行して
いく所存です。いつ起こるかわからないのが自然災
害です。自らの命を守るためにも今後町民の皆さま
と協力して防災に関する活動を行ってまいりますの
で、どうぞ宜しくお願いします。

　この度、４月１日付で農林水産省より出向、産業
振興部長に就任いたしました門脇豊和と申します。
農林水産省では林野庁、経営局（農業金融）を経験、
直近では内閣府・内閣官房に出向し、地方創生の部
局で勤務しておりました。不慣れな部分も多く、町
役場の皆さまをはじめ、町民の皆さまから学ばせて
いただく場面が多いかと存じますが、八千代町の農
業、商工業および観光業の振興に尽力してまいります。
　野村町長の掲げる「『食』のまち　心も満たすま
ちづくり」の具体化に向け、全力で臨んでまいりま
すので、どうぞよろしくお願いいたします。

※下記�分野は初回��分無料!

※事情によりお受けできないこともございます。

0 2 9 6 - 3 0 - 5 6 0 0ご予約はお電話・相談予約フォーム・
LINE にて受け付けております

電話受付時間：平日� : � �～�� : � �

つくばね法律事務所
茨城県下妻市大園木２８３９－１　大建ビル２階
【国道 ��� 号線バイパス沿い・やすらぎの里しもつま隣り】

茨城県弁護士会所属：関　健太郎・門井　節夫・髙中　学・飯塚　夏樹・山本　大介

LINE友だち追加相談予約フォーム

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

身近な法律問題のご相談、ご予約随時受付中です。
どうぞお気軽にお問い合わせください。

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言
債務整理/交通事故/相続・遺言債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

広告 広告

副町長　馬
ば ば

場　俊
としあき

明

産業振興部長

門
かどわき

脇　豊
とよかず

和

総務部消防交通課
調整監

倉
く ら た

田　英
え い じ

治
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令和７年度   

八千代町総合表彰式
　３月 20 日、町の発展に多大な貢献をされた方を
表彰する八千代町総合表彰式が中央公民館大ホール
で行われました。今回表彰されたのは、表彰と感謝
の部を合わせて 83 人、10 団体、９社です。

（敬称略・順不同）

表彰の部
【消防団長】
沢木清司（高野）

【消防団副団長】
渡邉利明（久下田）沢木里支（高野）

【交通安全協会八千代支部長】
沢木健夫（高野）

【交通安全協会八千代支部川西分会長】
髙島時夫（小屋）

【八千代町防災士会】
中山勝三（高野）

【統計調査員】
小竹冨男（本郷）前野節（松本）生
井賢治（若）松田照雄（水口）倉持
金一（高崎）

【民生委員児童委員】
中山征勇（貝谷）中山芳美（蕗田）
中山俊子（仁江戸西）横島広司（山
ノ神）内海愼子（村貫東）土戸祐子

（兵庫・沼端）小林美雪（根ノ谷）馬
場早苗（水口）大久保衛（野爪）

【民生委員児童委員、主任児童委員】
生井紀子（伊勢山）
【介護認定調査員】
根本はるみ（下妻市）
【シルバーリハビリ体操指導士】
大久保まさ子（川尻）相馬順子（新地）
【中央土地区画整理事業第１工区審議
会長】
小林盛雄（高野）

【青少年相談員】
　村忠造（若）猪瀬明子（栗山）

【女性団体連合会長】
髙野尚子（仁江戸東）

【子ども会育成連合会副会長】
服部政彦（坪井）

【花壇コンクール 10 年以上連続参加】
高野延寿会（高野）伊勢山子ども会（伊
勢山）根ノ谷子供会（根ノ谷）塩本
子ども会（塩本）西大山子ども会（西
大山）下山川行政区（下山川）佐野
東老人会（佐野東）本田子ども会（本
田）栗山シニアクラブ（栗山）

【固定資産評価審査委員長】
照内唯由（伊勢山）

【自衛官募集相談員】
北野恒介（水口）

【民生委員児童委員】
稲葉明美（中野）青木三代子（東蕗
田）湯本義己（栗山）秋葉裕子（尾崎）
小川久夫（芦ケ谷新田）瀬崎茂夫（仲
坪）岩坂江子（磯）金子清美（村貫西）
内山春美（佐野東）爲我井栄（佐野
西）塙三枝子（瀬戸井）上野林作（伊
勢山）山崎功（菅谷西）大出美代子

（西大山）樫村和子（粕礼）大里英男
（本田）永嶌ひとみ（松山）森三千代
（天王木番田）河口真由美（平塚新田）
霜田三千江（道前六保）松永克巳（久
下田）古澤栄（新井）髙嶋洋子（小屋）

【食生活改善推進員】
照内美代子（兵庫・沼端）相澤千惠
子（伊勢山）小林八重子（伊勢山）
岡本久枝（高野）

【母子保健推進員】
染野喜美子（神山）小林あけ美（伊勢
山）坂從喜美子（新地）大里有子（本田）

【中央土地区画整理事業第１工区審議
会委員】
小林輝夫（高野）澤木薫（高野）沢
木健夫（高野）　（故）澤木敏行（高野）
沢木弘（高野）

【青少年相談員】
後藤あや子（野爪）

【文化財保護審議会委員】
関好太郎（新地）宮本衛（二ツ釜）

【スポーツ少年団副本部長】
為我井仁司（佐野西）福島信夫（久下田）

【ミニバスケットボールスポーツ少年
団団長】
山中寛（松本）

【地域清掃活動】
生井和紀（粟野）仲野茂雄（芦ケ谷
新田）内海一栄（村貫東）宮本榮（平
塚新田）

【建物火災時の人命救助】
大久保敦彦（つくば市）

【秋まつり時にケガ人の応急措置】
生井肇（松本）

【子育て住宅の愛称「はなまるハイム」
提案】
宮﨑寛（広島県）

【町へ公園用地の土地を寄付】
廣瀬照子（瀬戸井）

【町へ多額の寄付】
エネグローバル株式会社
たまご＆ファーマーズ株式会社
池戸駿介（大阪府）、中濱昌夫（神奈
川県）

【福祉機器や災害支援活動機材の寄贈】
常陽ボランティア倶楽部（水戸市）

【７．地方創生拠点整備事業憩遊館リ
ノベーション工事施工優秀】
鈴縫・髙塚特定建設工事共同企業体

【７．交付金公下第１号工事施工優秀】
株式会社磯建

【７．東中学校屋内運動場空調設備設
置工事施工優秀】
鈴縫工業株式会社県西営業所

【７．八千代第一中学校屋内運動場空調
設備設置工事施工優秀】
髙塚建設工業株式会社

【７．街区公園整備工事施工優秀】
株式会社菊地緑販

【７．地方創生拠点整備事業実施設計
および工事監理業務委託】
株式会社岡野建築設計事務所

【７．トレーラーハウス型ホテル整備
事業】
株式会社 NTT Landscape

感謝の部

広告
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Topicsまちの話題
iPhone 版 Android 版

町公式アプリを登録すると、
町公式 SNS が簡単に見ること
ができます。

　３月５日、役場庁議室で、町と株式会社クレバーラクーン（藤
沼昇二郎代表取締役）との災害時におけるムービングハウスの
提供等に関する協定の締結式を開催しました。この協定は、災
害発生時に同社からムービングハウス等が提供されることで、
町での避難所運営や被災者支援に役立てることを目的としたも
のです。

災害時におけるムービングハウスの
提供等に関する協定を締結

　３月 15 日、農村環境改善センターで、７人の
ALT の協力のもと、町内の中学生対象の「イース
ターイングリッシュキャンプ」を開催しました。
生徒たちはグループごとに分かれて、さまざまな
ゲームを通じて英語でのコミュニケーションを楽
しみました。

楽しみながら英語を学ぶ
イースターイングリッシュキャンプを実施

　３月 15 日、塩本観音堂で「葛飾坂東観音開帳セ
レモニー」が開催されました。12 年に一度開催さ
れる葛飾坂東観音開帳は、古河市・野木町・八千
代町にまたがる 34 カ所の札所を巡る歴史ある行事
です。本年は、60 年に一度の丙午の年にもあたり、
金運上昇などのご利益があるとされ、当日は多く
の参拝者でにぎわいました。

塩本観音堂で
葛飾坂東観音開帳セレモニーを開催

　３月 19 日、子育て世代移住促進住宅「はなまる
ハイム」の落成式を開催しました。当日は、野村
町長、町議会議員、施工者のコ・クリエーション
株式会社（髙塚幹夫代表取締役）などの関係者の
ほか、はなまるハイムの愛称考案者である宮﨑寛
さんも出席。式典終了後は、玄関前でテープカッ
トを行い、はなまるハイムの完成を祝いました。

八千代町初の子育て住宅
「はなまるハイム」の落成式を開催

寄　贈　～町内の新小学１年生に向けて～

　 ３ 月 13 日、 株 式 会 社 常 陽 銀 行
八千代リテールステーション（井上
治郎支店長）から、町へ防犯ブザー
150 個が寄贈されました。

　３月 26 日、下妻地区交通安全協会（渡辺國男会長）からランドセル
カバーを、交通安全協会八千代支部（鈴木要一支部長）と町交通安全
母の会（髙木恵子会長）から横断バッグが寄贈されました。



9　　広報やちよ№ 799　2026.5 月号

広告

問い合わせ　スポーツ振興課スポーツ振興係
　　　　　　（総合体育館内）℡ 0296-48-2469

スポーツ大会の結果 （敬称略）

入賞した皆さん

■第 37 回八千代町卓球大会
〔と　き〕２月 15 日（日）
〔ところ〕八千代町総合体育館
〔主　催〕八千代町スポーツ協会
　　　　  八千代町卓球連盟

〔主な結果〕
中学男子シングルス
優　勝　古沢勇磨　
準優勝　宮本瑞生
第３位　草間陽斗
中学女子の部
優　勝　中久喜琴心
準優勝　川田鈴桜
第３位　中川陽菜、中山あかり
一般男子シングルス
優　勝　小久保晟弘
準優勝　小口悠介
第３位　堀江啓斗、稲見哲也
一般女子シングルス
優　勝　浅野なな
準優勝　二ツ森愛莉香
第３位　菅谷美佑、山口みや子
混合ダブルス
優　勝　稲見哲也・浅野なな
準優勝　鈴木眞尋・二ツ森愛莉香
第３位　青木獅穏・槙野心花
　　　　浅野竜之介・菅谷美佑

八千代高校ボクシング部が関東大会に出場

■第 15 回結城少年少女サッカー
　大会

〔と　き〕２月 28 日（土）、
　　　　  ３月１日（日）　　　

〔ところ〕結城市鹿窪サッカー場
〔主　催〕結城市サッカー協会
〔主な結果〕
優　勝　八千代ＳＳ

優勝した八千代ＳＳの皆さん

左から知久さん、木瀬副町長、野仲さん

　３月 16 日、県立八千代高等学校
（石塚幸光校長）のボクシング部に
所属する２年次生の知久虎玄さん、
野仲朝也さんが、関東大会での成果
を報告するため、木瀬副町長を表敬
訪問しました。同大会において、バ
ンタム級で知久さん、ライトウェル
ター級で野仲さんが出場し、知久さ
んは見事優勝を果たしました。なお、知久さんは、この度の優勝とこれ
までの実績により、3 月 24 日から 29 日まで開催された全国高等学校ボ
クシング選抜大会にも出場しました。

■常総大会
〔と　き〕２月 22 日（日）
〔ところ〕三妻小学校
〔主　催〕
常総市社会人バレーボール協会

〔主な結果〕
優　勝　八千代フェニックス

優勝した八千代フェニックスの皆さん

HARUIRO ウォーキングを開催

ウォーキングを楽しむ参加者

　３月 29 日、町スポーツ協会と町教育委員会
の共催による「HARUIRO ウォーキング」を開催
し、85 人が参加しました。今回のコースは、東
中学校を出発して川尻の旧中山家住宅や野爪の
鹿嶋神社など地元の歴史にふれるコースを巡る
約 4.5km。参加者は、桜や菜の花が咲き誇る景
色を眺めながらウォーキングを楽しみました。
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みんなの広場では、みなさんからの投稿をお待ちしています。
問い合わせ　秘書課広報ＰＲ係（内線３５３０）

笑顔がいいね！笑顔がいいね！  

父　翼さん
母　千穂さん

草
く さ の

野　遥
は る と

翔ちゃん　
令和７年５月 26 日生まれ

元気 100％！
笑顔 200％！
これからもスーパー
キッズでいてね☆

父　康平さん
母　小波さん

菅
すがさわ

沢　優
すぐる

ちゃん　
令和６年 12 月 25 日生まれ

優が産まれてからの
１年は、あっという
間でした。たくさん
の成長をそばで見守
ることができて、パ
パとママは幸せです。
産まれてきてくれて
本当にありがとう！
優らしく、元気いっぱ
いにすくすくと育っ
てね！大好きだよ♡

父　渉さん
母　彩華さん

青
あ お き

木　凌
り く

玖ちゃん　
令和２年５月 27 日生まれ

毎日元気いっぱい！ 
妹思いの優しい凌玖
くん　
これからも笑顔で元
気にすくすくと大き
くなっていこうね！

父　渉さん
母　彩華さん

青
あ お き

木　柚
ゆ ま

茉ちゃん　
令和５年１月２日生まれ

マイペースで甘えん坊
にぃを振りまわす柚
茉ちゃん
毎 日 笑 顔 で 楽 し く 
これからもすごして
いこうね！

  ＼お子さまの写真募集／＼お子さまの写真募集／  
掲載対象者　町内在住で生後５歳くらいまでのお子さま
申 込 方 法　右記二次元コードの申し込みフォームから申し込み
問い合わせ　秘書課広報ＰＲ係（内線３５３０）
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町長コラム vol.67

「食」をテーマとしたまちづくりについて（続き）
　大きな取り組みとなりますから、参加者が自
分たちの立場、努力の方向、結果として何を得
ることができるか、最終的により楽しく、より
安全な生活が得られるかという共通の理解が必
要になります。その手順の考え方を説明します。
①関係者合意形成→②検討組織立ち上げ→③
データ分析→④意見聴取（一般・議員・識者等）
→⑤構想案の決定（将来像および施策）→⑥パ
ブリックコメントを求める→⑦修正→⑧食のま
ちづくり構想決定・発表→⑨予算化（議決）→
⑩実現に向け始動。このような手順になろうか
と思います。
①については町基本計画において、今後「食」
のまちづくりに取り組むことを明示しました。
多くの関係者に趣旨の説明を行い合意形成を図
ります。
②検討組織立ち上げは、案をつくる専門部会の
ことです。
③④は現時点での八千代町の力を知る作業です。
⑤そのうえでどのような未来をつくりたいかを

案として示します。
⑥構想案に対し広く意見を求め、また、
⑦で修正箇所があればここで手直しします。
⑧その後構想を努力目標として決定し公表しま
す。
⑨令和 9 年度に取り組むべき事業の予算化を図
ります。もちろん予算は議決案件となります。
　さて、「食」のまちづくりの構想に盛り込む内
容ですが、単に八千代町の農産物を生かそうと
いう話ではありません。
　更なる農業力の強化はもちろん、健康づくり、
後継者対策、女性の雇用の場づくり、農村景観
づくり、フードロス対策、外国人対策、拠点整
備による稼ぐ力の創出、教育・子育てや高齢者
対策等にも及ぶことになります。
　つまり、農業の力、食の力で八千代町の魅力
を飛躍的に底上げしようとするものですが、時
間を要する取り組みとなることも確かです。構
想の発表は秋以降になりますが、ご協力の程よ
ろしくお願いいたします。

　皆さん、Xin chào ！（シン　チャオ）。チャムです。
　昨年 4 月より、秘書課地域協働係付の地域おこし協力隊
員として活動してきました。この 1 年間、町民の皆さま、
関係機関の皆さま、職員の皆さまのご協力により、4 つの
イベントを開催することができました。温かく支えていた
だき、心より感謝しております。
　イベントに参加された方から「楽しかった」とのお声を
いただき、開催してよかったと感じています。一方で、ま
だ町民の皆さまとの距離を十分に縮められていないとも感
じています。
　今年度は、これまで以上に地域に足を運び、多くの方の
お話を伺いながら、つながりを広げていきたいと考えてい
ます。また、日本語以外の言語が話せる方がいらっしゃい
ましたら、ご紹介いただけますと幸いです。
　昨年度に実施したイベントも引き続き開催し、さらに楽
しんでいただける内容にしていきたいと思います。言葉や
文化の違いを乗り越えながら、お互いを理解し合い、誰も
が安心して楽しく暮らせるまちづくりに取り組んでまいり
ます。

地域おこし協力隊
国際交流プロジェクト

ズオン チャム アイン さん
令和７年４月１日着任

 地  域  お  こ  し  協  力  隊

 活  動  レ  ポ  ー  ト  そそ  の  ８
 地地  域域  おお  ここ  しし  協協  力力  隊隊

 活活  動動  レレ  ポポ  ーー  トト  そそ  のの  ９９
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農業用使用済みプラスチック回収のお知らせ

収　集　地　区
回収日

農ポリ
（ポリエチレン）

農ビニール
（塩化ビニール） 緑マルチ

安静 A 地区（芦ケ谷・芦ケ谷新田・大間木・尾崎・栗山） ６月 22 日（月）６月 23 日（火）
９月４日（金）西豊田・下結城・川西地区 ９月 15 日（火）９月 16 日（水）

中結城・安静 B 地区（村貫・磯・蕗田・東蕗田・福岡・新地）10 月５日（月）10 月６日（火）
受付時間　午前７時～９時 30 分（緑マルチのみ午前８時～ 9 時）
回収場所　JA 常総ひかり八千代地区青果センター　　　　　
回収料金　【農ポリ】30 円／１kg　　【農ビ】30 円／１kg　　【緑マルチ】60 円／１kg
　　　　　※年間の初回回収時のみ登録料 1,000 円がかかります。
注意事項　○原則、ご自身の地区以外での回収は受け付けできません。
　　　　　○完全予約制です。予約のない場合、回収をお断りします。
　　　　　○農ポリ、農ビの回収に「緑マルチ」が少しでも紛れていた場合、回収できません。
　　　　　○農ビの回収に「ポリ素材」の荷崩れ防止ラップを使用していた場合、回収できません。
　　　　　○必ず「ポリ」「ビニール」「緑マルチ」の３種に分別し、その回収日にお持ちください。
申込方法　町ホームページまたは右記二次元コードの申し込みフォームから申し込み
申込期限　５月 29 日（金）
問い合わせ　農政課農業振興係（内線２２３０）

TEL 問
小
学
校
運
動
会
で
園
児
招

待
競
技
「
宝
拾
い
」
実
施

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

問TEL

グ
ル
メ
の
会
研
修
視
察
参

加
募
集

問TEL

問TEL
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出
演
者　

あ
お
き
。、
キ
ッ
ズ
エ

ア
ロ
ビ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
、
太
鼓
塾

三
八
禧
、
幕
之
内
桂
、
八
千
代
町

吹
奏
楽
団
（
八
千
代
一
中
・
東

中
）、H

&
N

、IN
D

IGO
.brothers 

band

、katsusoul

、M
IY

U
K

I

＋M
AO

、O
ilm

an brothers

、

Raky Saotom
e

、RICK TK 

環 
CREW

入
場
料　

無
料

※
詳
し
く
は
、
左
記
二
次
元
コ
ー

ド
の
や
ち
お
ん
公
式

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

　
（
内
線
２
３
１
１
）

●人口 20,817 人 (2,179) ●男 11,043 人 (1,604) ●女 9,774 人 (575)
●世帯数 8,596 世帯 (1,865)　　（　）内は外国人で内数

【人口と世帯数】
 ４月１日現在

　　詳細はこちら▶
（町ホームページ）

八千代町公式 LINE　友だち募集中！
町のイベント情報や防災行政無線の内容などを発信します。

対
象
者　

Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験

の
受
験
を
検
討
し
て
い
る
人

定
員　

10
人
（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
）

申
込
期
限　

５
月
27
日
（
水
）
必

着　【
共
通
】

場
所　

茨
城
県
立
筑
西
産
業
技
術

専
門
学
院

受
講
料　

５
０
０
０
円

納
付
方
法　

電
子
納
付
ま
た
は
納

付
書
払
い

申
込
方
法　

左
記
二
次
元
コ
ー
ド

の
茨
城
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

し
込
み
ま
た
は
申
請

書
に
１
１
０
円
切
手

を
同
封
し
て
郵
送
で

申
し
込
み

　

茨
城
県
立
筑
西
産
業
技
術
専
門

学
院　

　

０
２
９
６
‐
24
‐
１
７
１
４

　

今
年
も
「
ミ
ニ
や
ち
お
ん
」
と

題
し
て
八
千
代
町
内
・
近
隣
地
域

の
お
子
さ
ま
が
出
演
す
る
音
楽
ス

テ
ー
ジ
を
は
じ
め
、
各
事
業
所
に

よ
る
飲
食
ブ
ー
ス
や
フ
ァ
ミ
リ
ー

で
楽
し
め
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
展

開
し
ま
す
。

日
時　

５
月
10
日
（
日
）
午
前
10

時
～
午
後
５
時

場
所　

図
書
館

問

問

体験的探究型歴史講座（全６回開講予定）
「八千代町高校生 歴史学芸員講座」参加者募集
　歴史が好きな方や博物館に興味がある方、学芸員を
目指している方、参加してみませんか？

日　    時　５月～ 12 月、毎月１回程度　
　　　　　土曜日または日曜日
場　    所　中央公民館など　
対   象  者　町内在住、在学の高校１、２年生　　　
定　    員　20 人（定員を超えた場合は抽選）　 
参  加  費　無料
内        容　〇歴史に関する施設、現地等の見学　　　　
　　　　　〇学芸員体験型ワークショップ　　　　　
　　　　　〇交流活動・ボランティア活動など
申込方法　電話または右記二次元コードの
　　　　　申し込みフォームから申し込み
申込期限　５月 20 日（水）
※応募が最小開講人数（７人）に満たない
　場合は開講しません。各講座の開催も同様です。

問い合わせ　
生涯学習課生涯学習係　℡ 0296-48-0888

５月の納税等
  

納期内納付にご協力を
お願いします。

軽自動車税（種別割）
（全期）　

納期は６月１日（月）です

　  税 務 課（内線 1520）問

第１回「介護者向け交流サロン」
参加者募集

　町ケアマネジャー主催による「食の健康について
学ぶ！＋シルバーリハビリ体操」を行います。

日　　時　６月 27 日（土）　
　　　　　午後１時 30 分～３時
場　　所　中央公民館１階高齢者研修室
対  象  者　町内在住・在学・在勤の人
定　　員　20 人程度
参  加  費　無料
内　　容　○宅配 Cook123 による「食やフレイル」
                      をテーマにした講演
　　　　　○シルバーリハビリ指導士による健康体操
申込方法　電話または窓口で申し込み
申込期間　５月７日（木）～６月 26 日（金）

問い合わせ　地域包括支援センター（内線１３１０）

令和８年度八千代町花壇コンクールを実施
　環境美化運動の一環として「花のある心なごむふるさ
とづくり」を推進するため、花壇コンクールを実施します。

実施期間　7 月～ 8 月（この期間に現地審査を実施）
対象花壇　町内に所在し、不特定の人が目にすることが
　　　　　できるプランターや花壇など（形態・規模は
　　　　　不問）
　　　　　例：集落センター、公園、広場などの花壇
対象団体　行政区、みらいクラブ、いきいきサロン、
　　　　　子供会、女性会のほか花愛好グループなどの
　　　　　任意団体（団体の人数や規模は不問）
助  成  等　花の苗等購入費支給、腐葉土の提供
申込方法　申込書に花壇づくり年間活動計画書を添えて
　　　　　秘書課窓口または郵送、メールで申し込み
　　　　　※申込書は、秘書課窓口に設置しているほか、
　　　　　　町ホームページからもダウンロードできます。
申込期限　5 月 21 日（木）
　　　　　※詳しくは、右記二次元コードの
　　　　　 　町ホームページをご覧ください。

問い合わせ　秘書課地域協働係  （内線３５２０）

催

し

物

催

し

物

野
外
音
楽
フ
ェ
ス
「
ミ
ニ

や
ち
お
ん
」
開
催

TEL
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３月定例会

■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№２０１

令和８年度予算、議員定数（２名削減）条例の一部改正などを可決
　令和８年第１回定例会は、３月４日から 13 日までの 10 日間の日程で開催されました。
　この定例会では、議員提出議案２件のほか、町執行部から令和８年度予算をはじめ、条例改正など 30 議案
が提案され、全ての議案を原案のとおり可決しました。
　一般質問は３月 11 日と 12 日に行われ、８人の議員が登壇し、町の方針をただしました。

議会だより議会だより

● 

予　

算

● 

そ
の
他

会計区分 本年度予算額 前年度予算額 増減額 増減率

一　般　会　計 10,075,000 10,651,000 △ 576,000 △ 5.4

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 3,068,977 2,962,736 106,241 3.6

後期高齢者医療特別会計 363,561 302,018 61,543 20.4

介護保険特別会計

保険事業 2,025,457 1,974,651 50,806 2.6

介護サービス 5,401 5,050 351 7

八千代中央土地区画整理事業特別会計 120,576 149,770 △ 29,194 △ 19.5

企
業
会
計

水道事業会計

収益的 538,869 524,545 14,324 2.7

資本的 470,974 463,728 7,246 1.6

下水道事業会計

収益的 646,296 634,155 12,141 1.9

資本的 434,704 538,896 △ 104,192 △ 19.3

◇令和８年度 会計別予算◇
（単位：千円・％）
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◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

歳

入

歳

出

そ

れ

ぞ

れ

２

億

６

８

０

６

万

４

千

円

減

額

し
、

予

算

総

額

を

１
２
８
億
１
１
１
０
万
５
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
内
容
は
、
児
童

手
当
負
担
金
で
、
国
庫
負
担

金
５
３
８
３
万
８
千
円
、
物
価

高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
で
、
国
庫
補
助
金

７
５
０
０
万
３
千
円
を
減
額
し
、

農
山
漁
村
振
興
交
付
金
で
、
県
補

助
金
４
５
０
０
万
円
を
減
額
、
新

基
本
計
画
実
装
・
農
業
構
造
転
換

支
援
事
業
補
助
金
で
、
県
補
助
金

３
８
９
９
万
５
千
円
を
減
額
す
る

も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
基
金
積
立
金
を
含

む
財
産
管
理
費
２
億
円
の
増

額
に
よ
り
、
総
務
費
全
体
で

２
億
２
４
３
０
万
８
千
円
を
増
額

す
る
も
の
で
す
。

  
今
回
可
決
し
た

今
回
可
決
し
た

  
そ
の
他
の
議
案
内
容

そ
の
他
の
議
案
内
容

● 

予　

算

● 

そ
の
他

◇
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
　

事
業
者
が
給
付
を
受
け
る
た
め

に
は
、
市
町
村
か
ら
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
法
に
基
づ
く
「
確
認
」

を
受
け
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
事

業
者
が
守
る
べ
き
運
営
上
の
基
準

を
定
め
る
も
の
で
す
。

◇
行
政
組
織
再
編
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

　

行
政
組
織
再
編
に
伴
い
、
各
条

例
に
規
定
さ
れ
る
部
署
名
等
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
改
正

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
次
の

と
お
り
改
正
す
る
も
の
で
す
。

・
令
和
７
年
４
月
分
か
ら
適
用

　

給
料
表
の
改
定
（
民
間
と
の
給

　

与
較
差
に
基
づ
く
増
額
改
定
）

・
令
和
７
年
12
月
分
か
ら
適
用

　

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の

　

支
給
月
数
の
改
定
（
そ
れ
ぞ
れ

　

０
．
０
２
５
月
分
引
上
げ
）

◇
特
別
職
の
職
員
の
給
与
並
び
に

旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

◇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

　

歳

入

歳

出

を

そ

れ

ぞ

れ

４
６
２
０
万
２
千
円
増
額
し
、
予

算
総
額
を
30
億
１
０
９
１
万
６
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳

入

歳

出

を

そ

れ

ぞ

れ

２
５
７
９
万
９
千
円
増
額
し
、
予

算
総
額
を
３
億
３
０
８
９
万
７
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

保

険

事

業

勘

定

に

お

い

て
、
歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ

１
４
３
８
万
８
千
円
減
額
し
、
予

算
総
額
を
19
億
５
６
９
２
万
６
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
に
お

い
て
、
歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ

53
万
３
千
円
増
額
し
、
予
算
総
額

を
５
９
８
万
３
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

◇
八
千
代
中
央
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳

入

歳

出

を

そ

れ

ぞ

れ

48
万
６
千
円
増
額
し
、
予
算
総
額

を
１
億
６
０
４
７
万
６
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

● 

補
正
予
算

◇
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

　

３
条
予
算
に
お
い
て
、
水
道
事

業
収
益
を
３
５
８
７
万
３
千
円
減

額
し
、
予
算
総
額
を
４
億
８
８
６

７
万
２
千
円
、
水
道
事
業
費
用
を

８
２
５
万
９
千
円
減
額
し
、
予
算

総
額
を
４
億
４
３
５
０
万
４
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
４
条
予
算
に
お
い
て
、

資
本
的
収
入
を
２
２
７
９
万
２
千

円
減
額
し
、
予
算
総
額
を
２
億
４

８
１
万
８
千
円
、
資
本
的
支
出
を

７
１
５
６
万
１
千
円
減
額
し
、
予

算
総
額
を
４
億
６
１
６
万
７
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

◇
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

３
条
予
算
に
お
い
て
、
下
水

道
事
業
収
益
を
５
４
０
万
８
千

円

減

額

し
、

予

算

総

額

を

６
億
３
２
６
３
万
５
千
円
、
下
水

道
事
業
費
用
を
３
７
６
万
１
千

円

減

額

し
、

予

算

総

額

を

６
億
２
７
２
４
万
４
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
４
条
予
算
に
お
い
て
、

資
本
的
収
入
を
４
３
４
３
万
３
千

円

減

額

し
、

予

算

総

額

を

３
億
６
３
８
１
万
６
千
円
、
資

本

的

支

出

を

４

２

２

４

万

円

減

額

し
、

予

算

総

額

を

５
億
１
９
１
５
万
６
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

◇
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

　

令
和
８
年
４
月
か
ら
の
行
政
組

織
再
編
に
伴
い
、
各
常
任
委
員
会

の
所
管
す
る
事
項
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

◇
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
改

正
　

次
回
の
議
会
議
員
一
般
選
挙
か

ら
、
議
会
議
員
の
定
数
を
「
14
人
」

か
ら
「
12
人
」
に
改
め
る
も
の
で

す
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
１
３
７

９
万
３
千
円
増
額
し
、
予
算
総
額

を
１
３
０
億
７
９
１
６
万
９
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
内
容
は
、
衆
議
院
議
員

総
選
挙
費
の
増
に
よ
り
、
選
挙
費

１
３
７
９
万
３
千
円
を
増
額
す
る

も
の
で
す
。

● 

議
員
提
出
議
案

● 

条　

例

● 

専
決
処
分
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人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
一
般

職
の
給
与
条
例
改
定
に
準
じ
た
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

・
令
和
７
年
12
月
分
か
ら
適
用

　

期
末
手
当
の
支
給
月
数
の
改
定

　

（
０
．
０
２
５
月
分
引
上
げ
）

◇
総
合
体
育
館
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

令
和
７
年
９
月
に
総
合
体
育
館

の
主
競
技
場
の
空
調
機
を
整
備
し

た
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に
空
調
設

備
を
使
用
し
た
際
の
加
算
料
を
、

１
時
間
当
た
り
２
千
円
と
定
め
る

も
の
で
す
。

◇
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

　

「
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一

部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
」
に
よ

り
設
備
運
営
基
準
の
一
部
改
正
が

行
わ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
文
言
等

の
整
理
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
及
び
維

持
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
　

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
関

し
、
災
害
発
生
の
未
然
防
止
や
地

域
住
民
の
生
活
環
境
の
保
全
を
図

る
た
め
、
発
電
事
業
を
禁
止
す
る

区
域
の
新
設
、
地
元
関
係
者
の
同

意
取
得
の
義
務
化
及
び
大
規
模
発

電
事
業
者
へ
の
保
険
加
入
を
義
務

化
す
る
も
の
で
す
。

◇
八
千
代
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

【
憩
遊
館
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

工
事
に
伴
う
改
正
】

　

有
料
施
設
か
ら
「
視
聴
覚
研
修

　

室
」
及
び
「
伝
統
工
芸
室
」
を

　

削
除

　

【
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
の
設
置

に
伴
う
改
正
】

　

有
料
施
設
に
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ

　

ス
を
追
加
し
、
利
用
料
の
上
限

　

額
を
「
１
万
８
千
円
」
に
設
定

◇
中
小
企
業
資
金
融
資
斡
旋
条
例

の
一
部
改
正

　

中
小
企
業
者
の
経
営
安
定
に
資

す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
金
融
の

利
用
促
進
の
た
め
、
融
資
保
証
斡

旋
期
間
を
７
年
か
ら
国
の
保
証
制

度
に
合
わ
せ
た
10
年
と
す
る
も
の

で
す
。

◇
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給

与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を
図

り
、
新
入
団
員
確
保
の
た
め
、
出

動
報
酬
の
額
を
１
回
、
１
人
に
つ

き
２
時
間
未
満
を
４
千
円
と
し
、

以
後
１
時
間
ご
と
に
１
千
円
を
加

算
す
る
も
の
で
す
。

◇
７
．
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・

防
災
減
災
事
業
太
田
地
区
排
水
路

護
岸
工
事
請
負
変
更
契
約

　

工
事
内
容
変
更
に
伴
い
、
規
定

に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
で
す
。

・
変
更
前
８
５
２
５
万
円
（
税
込
）

・
変
更
後
９
３
１
３
万
７
千
円
（
税

込
）

◇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
同
意

　

現
委
員
が
３
月
31
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
左
記
の

方
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

　

岩
田　

藤
一
さ
ん
（
東
大
山
）

◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

現
委
員
が
６
月
30
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
左
記
の

３
氏
を
推
薦
し
た
い
と
し
て
議
会

に
意
見
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
、

推
薦
人
が
適
任
で
あ
る
と
回
答
し

● 

契　

約

ま
し
た
。

　

小
林　

あ
け
美
さ
ん
（
菅
谷
）

　

栃
木　

孝
行
さ
ん
（
今
里
）

　

飯
山　

万
寿
夫
さ
ん
（
松
本
）

◇
副
町
長
の
選
任
同
意

　

現
副
町
長
が
３
月
31
日
を
も
っ

て
辞
職
す
る
た
め
、
左
記
の
方
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

　

馬
場　

俊
明
さ
ん
（
水
口
）

◇
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　

町
道
の
起
点
終
点
の
変
更
に
伴

い
、
新
地
地
内
１
路
線
、
村
貫
地

内
１
路
線
、
芦
ケ
谷
地
内
２
路
線
、

水
口
地
内
１
路
線
を
廃
止
す
る
も

の
で
す
。

◇
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

町
道
路
線
の
廃
止
に
伴
う
路
線

の
起
点
終
点
変
更
並
び
に
路
線
延

長
の
変
更
に
よ
る
、
新
地
地
内
１

路
線
、
村
貫
地
内
１
路
線
、
芦
ケ

谷
地
内
３
路
線
、
水
口
地
内
１
路

線
、
菅
谷
地
内
１
路
線
を
新
規
認

定
及
び
再
認
定
す
る
も
の
で
す
。

　

令
和
８
年
第
１
回
臨
時
会
は
、

１
月
20
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
臨
時
会
で
は
、
補
正
予
算
１

議
案
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳

入

歳

出

を

そ

れ

ぞ

れ

５
億
７
５
３
７
万
３
千
円
増
額
し
、

予
算
総
額
を
１
３
０
億
６
５
３
７

万
６
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
内
容
は
、
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
に
よ
り
、
国
庫
補
助
金

２
億
９
４
４
４
万
５
千
円
増
額
す

る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
物
価
高

騰
対
策
支
援
事
業
（
地
域
デ
ジ
タ

ル
通
貨
事
業
負
担
金
、
住
民
生
活

応
援
給
付
金
）
お
よ
び
ふ
る
さ
と

納
税
推
進
事
業
な
ど
に
よ
り
、
総

務
管
理
費
４
億
７
９
５
５
万
４
千

円
、
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
給
付
費
お
よ
び
物
価
高
対

応
子
育
て
応
援
手
当
支
給
事
業
給

付
費
な
ど
に
よ
り
、
児
童
福
祉
費

６
９
０
１
万
９
千
円
増
額
す
る
も

の
で
す
。

  

　

第
１
回
臨
時
会

　

第
１
回
臨
時
会

● 

人　

事

● 

そ
の
他
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増
ま す だ

田　光
みつとし

利 議員

成
年
後
見
制
度
の
利
用
に
つ
い
て

議　案　名

赤
荻　

妙
子

赤
塚　

千
夏

榎
本　

哲
朗

𠮷
田　

安
夫

谷
中　

理
矩

安
田　

忠
司

増
田　

光
利

大
里　

岳
史

上
野　

政
男

生
井　

和
巳

大
久
保　

武

水
垣　

正
弘

宮
本　

直
志

大
久
保
敏
夫

審議結果

八千代町特定乳児等通園支援事業の運営に関す
る基準を定める条例

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ 原案可決

八千代町特別職の職員の給与並びに旅費及び
費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ 原案可決

八千代町乳児等通園支援事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ 原案可決

令和８年度八千代町一般会計予算 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ 原案可決

令和８年度八千代町国民健康保険特別会計予算 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ 原案可決

令和８年度八千代町後期高齢者医療特別会計
予算

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ 原案可決

令和８年度八千代町介護保険特別会計予算 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ 原案可決

令和８年度八千代町水道事業会計予算 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ 原案可決

八千代町議会議員定数条例の一部を改正する
条例

○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ 原案可決

賛否の分かれた議案 ○ 賛成　× 反対　　欠 欠席　　　ー　議長は採決に加わらない。

令和８年３月（第１回）定例会　議案 審議結果

町
政
を
問
う
！　

一
般
質
問
に
８
名
が
登
壇

動画は

こちら

　

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
や

知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
の
理

由
で
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
人

の
財
産
や
権
利
を
守
る
制
度
で

す
。
本
町
の
成
年
後
見
制
度
の
利

用
者
数
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
知

的
障
害
者
で
療
育
手
帳
A
判
定
以

上
の
人
数
お
よ
び
精
神
障
害
者
数

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

成
年
後
見
制
度

の
利
用
者
数
は
、
水
戸
家
庭
裁
判

所
に
よ
る
と
、
令
和
８
年
２
月
９

日
時
点
で
、
成
年
後
見
利
用
者
が

33
人
。
保
佐
の
利
用
者
が
２
人
。

補
助
と
任
意
後
見
利
用
者
は
０
。

合
計
35
人
で
す
。
知
的
障
害
者
で

療
育
手
帳
A
判
定
以
上
の
方
は
70

人
。
精
神
障
害
の
手
帳
を
お
持
ち

の
方
は
２
３
２
人
で
す
。

　

町
の
障
害
福
祉
計
画
で
は
、
地

域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
取
り
組
み
を
進
め
る
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
具
体
的
に
機
関
開
設

は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

令
和
４
年
４
月

に
、
境
・
八
千
代
・
五
霞
権
利
擁

護
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
を
設
置
し
、
支
援
体
制
の
構
築

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
市

民
後
見
人
な
ど
の
普
及
が
大
切
で

す
が
、
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

育
成
の
取
り
組

み
と
し
て
、
市
民
後
見
人
の
養
成

講
座
受
講
者
に
、
費
用
の
２
分
の

１
、４
万
円
を
限
度
と
し
て
、
市

民
後
見
人
養
成
講
座
受
講
補
助
金

を
令
和
元
年
度
よ
り
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

高
齢
化
率
の
高
ま
り
と
と
も

に
、
相
談
件
数
が
増
え
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
広
報
活
動
や
出

前
講
座
や
講
演
会
等
の
啓
発
活
動

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

広
報
紙
や
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
い
、
広
く
町

民
へ
の
制
度
周
知
と
理
解
向
上
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
各
種
講
座
や
研
修
会
の
開

催
等
、
町
単
独
で
の
取
り
組
み
が

効
率
的
で
は
な
い
も
の
は
、
境
・

八
千
代
・
五
霞
権
利
擁
護
地
域
連

携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
で
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

議員定数 議決 適用

１８人 Ｈ１３.３．１５ Ｈ１５．１１．２５議員選挙

１４人 Ｈ１９．３．１５ Ｈ１９．１１．１８議員選挙

１２人 Ｒ８．３．１３ 次回の議員一般選挙から

当町における議員定数の変遷
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置
の
確
実
性
を
十
分
に
認
識
し
た

上
で
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
町
独
自
の
事
業
と

し
て
継
続
し
て
き
た
経
緯
も
踏
ま

え
て
、
子
育
て
支
援
の
後
退
と
な

ら
な
い
よ
う
慎
重
に
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

国
負
担
に
よ
り
、
町
の
持
ち
出

し
が
減
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

そ
の
財
源
は
今
後
ど
こ
に
充
て
る

の
か
。
中
学
校
統
合
を
見
据
え
、

部
活
動
や
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
補
助

な
ど
へ
充
て
ら
れ
な
い
の
か
伺
い

ま
す
。

教
育
長　

特
定
の
事
業
は
ま
だ
決

定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
町
全
体
の

財
政
運
営
の
中
で
、
整
理
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

町　

長　

事
業
に
は
幅
広
い
要

求
、
要
望
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

中
で
選
択
と
集
中
と
い
う
形
で
、

多
く
の
皆
様
の
ご
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
こ
の
使
い
道
の
有
効
活
用

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

国
が
給
食
費
無
償
化
制
度
を
示

し
ま
し
た
が
、
そ
の
概
要
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

物
価
高
騰
が
続
く
中

で
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

を
和
ら
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た 大

おおさと

里　岳
た け し

史 議員

も
の
で
、
公
立
小
学
校
の
児
童
を

対
象
に
、
児
童
１
人
当
た
り
月
額

５
２
０
０
円
を
国
が
支
援
す
る
も

の
で
、
必
要
経
費
は
、
国
と
都
道

府
県
で
２
分
の
１
ず
つ
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
給
食
費
は
年
間
い
く
ら

か
か
る
の
か
。
ま
た
国
か
ら
い
く

ら
支
援
さ
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

現
在
の
給
食
費
で
す

が
、
令
和
６
年
度
の
実
績
は
、
小

学
生
が
年
額
５
１
８
３
万
円
。
１

人
当
た
り
月
額
５
２
０
０
円
。
中

学
生
が
年
額
３
２
０
５
万
円
。
１

人
当
た
り
月
額
５
８
７
３
円
で

す
。国
で
示
し
て
い
る
支
援
額
は
、

児
童
１
人
当
た
り
月
額
５
２
０
０

円
を
基
準
と
し
て
い
ま
す
。
令
和

８
年
５
月
１
日
の
見
込
み
の
児
童

数
が
８
９
０
人
で
算
出
す
る
と
、

約
５
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

国
の
給
食
費
無
償
制
度
が
期
間

限
定
だ
っ
た
場
合
、
町
の
対
応
は

ど
う
な
る
の
か
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

限
定
的
と
い
う
場
合
で

す
が
、
制
度
の
恒
久
性
や
財
源
措

の
給
水
管
の
距
離
は
何
ｍ
あ
る
の

か
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長　

鬼
怒
川
の
河
川
敷
に

あ
る
ヨ
シ
の
管
理
等
は
、
国
土
交

通
省
の
管
轄
と
な
り
ま
す
。
河
川

事
務
所
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
洪

水
等
の
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ

る
場
所
に
つ
い
て
は
、
優
先
順
位

を
決
め
て
、
雑
木
等
の
伐
採
な
ど

の
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

堤
防
、
土
手
の
の
り
面
の
除
草
作

業
に
つ
い
て
は
、
国
交
省
で
年
に

３
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
消
防
団
に
お
い
て
、

令
和
７
年
度
か
ら
実
践
的
な
訓
練

と
し
て
、ポ
ン
プ
車
の
操
作
訓
練
、

中
継
訓
練
を
実
施
し
、
火
災
を
想

定
し
た
全
分
団
に
よ
る
合
同
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

可
搬
式
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、

搭
載
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
ホ
ー
ス

を
運
ぶ
ホ
ー
ス
背
負
器
は
各
分
団

に
配
備
し
て
い
ま
す
。

　

消
火
栓
や
防
火
貯
水
槽
か
ら
ポ

ン
プ
車
に
繋
ぐ
た
め
の
吸
管
が
10

ｍ
あ
り
、
ポ
ン
プ
車
か
ら
火
点
ま

で
は
10
ｍ
、
20
ｍ
の
消
防
用
ホ
ー

ス
を
繋
い
で
い
く
と
い
う
形
に

な
っ
て
い
ま
す
。

河
川
敷
の
野
火
に
つ
い
て

　

八
千
代
町
内
に
は
鬼
怒
川
、
仁

連
川
や
山
川
沼
排
水
な
ど
が
流

れ
、
土
手
や
河
川
敷
は
、
ヨ
シ
や

ス
ス
キ
な
ど
の
雑
草
、
雑
木
や
竹

な
ど
が
樹
勢
し
て
い
る
た
め
、
消

防
車
の
侵
入
が
難
し
く
、
町
の
水

道
消
火
栓
か
ら
の
放
水
に
限
ら

れ
、
何
本
も
の
ホ
ー
ス
の
延
長
に

よ
る
消
火
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
消
火
の
遅
れ
に
よ
り
、
大
き

な
面
積
の
消
失
と
な
り
、
近
接
の

住
宅
へ
の
延
焼
な
ど
も
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

河
川
の
管
理
は
国
交
省
所
管
と

思
い
ま
す
が
、
消
防
車
が
河
川
か

ら
直
接
給
水
し
て
放
水
で
き
る
よ

う
、
進
入
路
の
設
置
、
確
保
と
町

と
し
て
の
対
応
や
対
策
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
河
川
か
ら
消
防
車
の
放

水
が
出
来
な
い
場
合
、
可
搬
式
ポ

ン
プ
に
よ
る
中
継
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
各
分
団
に
あ
る
の
か
。

そ
し
て
、
消
防
車
か
ら
水
源
ま
で 生

な ま い

井　和
か ず み

巳 議員

国

に

よ

る

給

食

費

無

償

化

と

町

財

政

へ

の

影

響

に

つ

い

て

　

も
し
な
け
れ
ば
可
搬
式
ポ
ン
プ

を
整
備
し
た
方
が
い
い
と
思
う
が

ど
う
か
。

総
務
部
長　

消
防
団
に
お
い
て
、

ポ
ン
プ
車
が
入
れ
る
と
こ
ろ
に
は

中
継
す
る
訓
練
を
行
い
、
そ
れ
を

現
場
で
生
か
せ
る
よ
う
対
応
し
て

い
き
ま
す
。
可
搬
式
ポ
ン
プ
に
つ

い
て
は
、
現
状
を
よ
く
確
認
し
な

が
ら
、
必
要
で
あ
れ
ば
整
備
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

動画は

こちら

動画は

こちら
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近
年
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

に
よ
る
火
災
が
全
国
的
に
急
増

し
、
ニ
ュ
ー
ス
で
報
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
日
常
生
活
に
急
速
に
浸
透

し
た
一
方
で
、
適
切
な
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
、
認
知
、
理
解
が
進

ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
リ

る
際
は
、
環
境
対
策
課
に
問
い
合

わ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

周
知
の
方
法
と
課
題
に
つ
き
ま

し
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
紙
に
よ
る
周
知
活
動
の
他
、
製

品
例
を
示
し
た
分
別
チ
ラ
シ
の
配

布
な
ど
、
様
々
な
周
知
方
法
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

町　

長　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

の
処
理
に
つ
い
て
は
、
取
り
扱
い

に
よ
っ
て
は
大
き
な
事
故
に
も
繋

が
り
か
ね
な
い
の
で
、
町
民
の
皆

様
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙

な
ど
で
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
具
体
策
と
し
て
、
行

政
区
長
、
副
区
長
と
の
意
見
交
換

を
進
め
な
が
ら
、
町
民
の
皆
様
に

協
力
を
求
め
る
た
め
の
情
報
提
供

を
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
◇
そ
の
他
の
質
問

犬
・
猫
の
保
護
活
動
に
つ
い
て

赤
あかおぎ

荻　妙
た え こ

子 議員

リ

チ

ウ

ム

イ

オ

ン

電

池

の

安

全

回

収

に

つ

い

て

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等
の
回
収
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
適
切
な
廃
棄
方
法
と
周

知
方
法
の
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

町
民
く
ら
し
の
部
長　

町
内
各
地

区
の
ゴ
ミ
集
積
場
が
１
０
０
ヶ
所

ほ
ど
あ
り
、
有
害
ゴ
ミ
を
廃
棄
す

る
た
め
の
コ
ン
テ
ナ
ボ
ッ
ク
ス
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
等
を
廃
棄
す
る
際

は
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
収

集
日
ま
で
に
搬
出
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
廃
棄

処
分
に
関
し
ま
し
て
は
、
可
燃
ゴ

ミ
や
不
燃
ゴ
ミ
に
混
ぜ
込
ま
な
い

こ
と
。
雨
水
に
濡
れ
な
い
よ
う
、

透
明
半
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入

れ
る
こ
と
。
電
子
タ
バ
コ
、
ハ
ン

デ
ィ
フ
ァ
ン
等
の
電
池
の
取
り
外

し
が
簡
単
に
で
き
な
い
製
品
に
つ

い
て
は
、
無
理
に
外
そ
う
と
し
な

い
こ
と
。
ま
た
、
取
り
外
し
た
電

池
は
絶
縁
用
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ

で
、
金
属
端
子
が
露
出
し
な
い
よ

う
に
被
覆
や
固
定
し
、
安
全
対
策

に
講
じ
る
こ
と
。
膨
張
破
損
し
た

モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
を
処
分
す

　

本
町
は
水
道
料
金
回
収
率
が
突

出
し
て
黒
字
で
す
。
水
道
料
金
が

高
す
ぎ
る
と
考
え
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

今
後
、
耐
震
化

や
老
朽
化
し
た
管
路
の
更
新
な
ど

の
減
価
償
却
費
も
含
め
、
料
金
精

査
を
し
て
い
く
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

広
域
化
に
な
る
と
、
町
が
蓄
え

て
き
た
基
金
等
が
赤
字
を
抱
え
る

他
の
水
道
事
業
の
穴
埋
め
に
使
わ

れ
る
事
は
な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

協
定
書
に
記
載

し
て
あ
り
ま
す
が
、
各
自
治
体
の

料
金
や
、
そ
の
他
赤
字
の
団
体
に

融
通
さ
れ
る
こ
と
は
無
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

国
は
現
在
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ

Ｐ
方
式
に
よ
る
民
営
化
を
推
進
し

て
い
ま
す
が
、
水
道
事
業
の
民
営

化
に
対
す
る
町
長
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

町　

長　

安
全
、
強
靭
、
持
続
の

観
点
か
ら
、
水
道
事
業
と
は
、
公

営
に
よ
る
責
任
あ
る
運
営
を
維
持

水

道

事

業

に

つ

い

て

　

昨
年
２
月
、
本
町
は
県
企
業
局

と
経
営
の
一
体
化
に
関
す
る
基
本

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
協
議
会

で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
話
し
合
わ

れ
、
何
が
決
ま
っ
た
の
か
伺
い
ま

す
。

産
業
建
設
部
長　

令
和
８
年
２
月

27
日
の
評
議
会
で
決
定
し
た
内
容

は
、
一
つ
目
、
茨
城
県
企
業
局
に

統
合
と
な
り
、
統
合
後
は
各
水
道

事
業
の
支
所
と
な
り
ま
す
。
二
つ

目
は
、
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
統

合
で
、
令
和
９
年
度
中
の
稼
働
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。三
つ
目
は
、

各
市
町
村
の
Ａ
Ｉ
管
路
診
断
を
県

で
一
括
発
注
し
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
て
、
投
資
財
政
計
画
を
作
成

す
る
も
の
で
す
。
四
つ
目
は
、
統

合
さ
れ
た
水
道
事
業
の
創
設
認
可

の
手
続
き
を
県
で
一
括
発
注
し
、

新
た
に
認
可
を
得
る
と
い
う
も
の

で
す
。

赤
あかつか

塚　千
ち な つ

夏 議員

す
べ
き
と
い
う
立
場
で
す
。

　

町
直
営
で
水
道
事
業
を
継
続
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

町　

長　

町
単
独
で
経
営
出
来
れ

ば
い
い
が
、今
後
を
見
据
え
る
と
、

大
き
な
枠
組
み
の
中
に
入
ら
ざ
る

を
得
な
い
と
考
え
ま
す
。

◇
そ
の
他
の
質
問

学
校
教
育
に
つ
い
て

動画は
こちら

動画は
こちら
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の
専
門
部
会
と
し
て
組
織
し
て
い

る
学
校
生
活
部
会
の
中
で
協
議
、

検
討
し
た
り
な
ど
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

教
員
の
業
務
負
担
軽
減
や
事
務

職
員
を
増
や
す
な
ど
、
業
務
改
善

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

教
育
長　

本
町
と
い
た
し
ま
し
て

は
学
校
事
務
職
員
を
中
心
と
し
た

共
同
実
施
を
月
２
、３
回
行
い
、

学
校
間
の
事
務
職
員
の
連
携
を
図

り
、
負
担
軽
減
さ
れ
て
い
く
も
の

と
考
え
ま
す
。

　

校
内
に
お
き
ま
し
て
は
、
校
長

を
中
心
と
し
た
、
チ
ー
ム
と
し
て

校
務
を
進
め
て
い
く
形
を
と
っ
て

い
ま
す
。

　

町
教
育
委
員
会
は
、
学
校
に
伴

走
し
、
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

◇
そ
の
他
の
質
問

庁
舎
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
刷

新
と
防
災
・
危
機
管
理
能
力
の
強

化

　

令
和
７
年
８
月
に
文
部
科
学
省

か
ら
「
学
校
と
教
師
の
業
務
の
３

分
類
」
と
い
う
指
針
が
出
さ
れ
、

学
校
以
外
が
担
う
べ
き
業
務
、
教

師
以
外
が
積
極
的
に
参
画
す
べ
き

業
務
、
教
師
の
業
務
の
中
で
負
担

軽
減
を
促
進
す
べ
き
と
い
う
も
の 谷

や な か

中　理
り く

矩 議員

学
校
の
業
務
改
善
に
向
け
た
町
独
自

の
指
針
策
定
と
統
合
準
備
へ
の
反
映

で
分
類
さ
れ
ま
す
。
学
校
現
場
で

は
進
め
る
の
が
難
し
く
、
自
治
体

ご
と
に
指
針
を
定
め
る
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
教
育
長
の
認
識
を
伺

い
ま
す
。

教
育
長　

町
教
育
委
員
会
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
学
校
現
場
の
実
情

を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
業
務
量
管

理
・
健
康
確
保
措
置
実
施
計
画
」

の
策
定
を
今
進
め
て
い
ま
す
。「
学

校·

教
師
の
業
務
の
３
分
類
」は
、

業
務
の
見
直
し
を
進
め
る
上
で
の

共
通
の
視
点
と
し
て
極
め
て
有
効

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

統
合
準
備
委
員
会
に
お
い
て
、

業
務
改
善
や
Ｄ
Ｘ
推
進
セ
ク
シ
ョ

ン
な
ど
を
新
た
に
設
置
し
て
、
先

生
方
が
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う

時
間
を
取
れ
る
こ
と
が
、
真
の
統

合
の
成
功
だ
と
考
え
ま
す
が
、
教

育
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

業
務
改
善
や
Ｄ
Ｘ
推
進

セ
ク
シ
ョ
ン
の
設
置
を
改
め
て
設

け
る
の
で
は
な
く
、
現
在
教
育
委

員
会
が
進
め
て
い
る
、
教
職
員
の

働
き
方
改
革
に
関
す
る
協
議
会
を

活
用
し
た
り
、
統
合
準
備
委
員
会

　

情
報
提
供
の
共
有
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
よ
り

情
報
を
共
有
す
る
範
囲
は
異
な
り

ま
す
が
、
一
般
的
に
は
筑
西
児
童

相
談
所
を
は
じ
め
、
町
と
教
育
委

員
会
関
係
や
民
生
委
員
児
童
委
員

が
主
に
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
対

応
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
必
要
に
応
じ
て
、
地
区
担
当
の

民
生
委
員
児
童
委
員
や
主
任
児
童

委
員
に
家
庭
訪
問
や
見
守
り
等
の

協
力
を
お
願
い
す
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。

　

未
然
防
止
や
再
発
防
止
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
見

守
り
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
啓

発
活
動
と
し
て
、
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
町
子
育
て
支
援
ア
プ
リ

で
児
童
相
談
や
児
童
虐
待
防
止
に

関
す
る
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
役
場
こ
ど
も
家
庭
課

の
窓
口
や
保
健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

に
も
児
童
相
談
所
の
虐
待
対
応
ダ

イ
ヤ
ル
「
１
８
９
」
を
案
内
す
る

啓
発
チ
ラ
シ
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

町　

長　

児
童
虐
待
関
係
や
養
育

関
係
の
相
談
が
あ
っ
た
際
は
、
ま

ず
は
保
護
者
な
ど
、
相
談
者
か
ら

児

童

虐

待

事

案

に

つ

い

て

　

厚
生
労
働
省
と
こ
ど
も
家
庭
庁

の
統
計
調
査
に
よ
る
と
、
全
国
の

児
童
相
談
所
が
児
童
虐
待
の
相
談

を
受
け
て
対
応
し
た
件
数
が
、
２

０
２
３
年
度
で
22
万
５
５
０
９

件
。
２
０
２
４
年
度
で
、
22
万
３

６
９
１
件
。
ま
た
、
茨
城
県
内
で

は
２
０
２
３
年
度
で
４
１
３
４

件
。
２
０
２
４
年
度
で
４
２
３
３

件
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
内

に
お
い
て
、
近
年
の
相
談
対
応
件

数
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
伺
い

ま
す
。

　

虐
待
事
案
に
対
し
て
情
報
提
供

や
、
警
察
や
児
童
相
談
所
か
ら
報

告
が
な
さ
れ
た
際
、
行
政
側
は
ど

の
よ
う
に
共
有
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
虐
待
に
対
し
て
未
然
防
止

や
再
発
防
止
に
向
け
て
の
取
り
組

み
を
伺
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

令
和
５
年
度
の

児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
件
数
は

５
件
。令
和
６
年
度
は
４
件
で
す
。 榎

えのもと

本　哲
てつろう

朗 議員

の
現
状
の
様
子
な
ど
を
詳
し
く
お

聞
き
し
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
か
、
児
童
相
談
所
を

は
じ
め
、
関
係
機
関
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
情
報
を
共
有
し
、
丁
寧

に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
◇
そ
の
他
の
質
問

校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

動画は

こちら

動画は

こちら
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ま
す
。
農
道
に
つ
い
て
は
、
耕
地

整
理
や
畑
総
な
ど
を
含
め
た
道
路

整
備
で
対
応
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

筑
西
幹
線
道
路
の
今
後
の
整
備

状
況
と
工
事
用
車
両
の
通
行
に
て

傷
ん
だ
所
の
補
修
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

令
和
８
年
度

予
算
に
は
、
経
営
の
事
業
負
担

金
２
６
０
０
万
円
、
用
地
費
等

４
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
町
の
事
業
負

担
お
よ
び
担
当
業
務
は
終
了
し
ま

す
。
工
事
の
進
捗
に
つ
き
ま
し
て

は
、
結
城
市
側
よ
り
順
次
着
工
し

て
い
る
状
況
で
、
現
在
盛
り
土
が

終
了
し
、
道
路
の
築
造
工
事
に
順

次
入
っ
て
い
ま
す
。

　

古
河
市
か
ら
八
千
代
町
を
通

り
、
常
総
市
ま
で
繋
が
る
幹
線
道

路
（
町
道
８
号
線
）
の
今
後
の
整

備
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

令
和
８
年
度
に

道
路
排
水
の
流
末
を
整
備
し
、
そ

の
後
東
蕗
田
か
ら
栗
山
地
内
の

六
差
路
ま
で
の
第
１
事
業
延
長

八

千

代

町

の

道

路

等

の

状

況

に

つ

い

て

　

町
道
に
つ
い
て
新
た
な
計
画
や

企
画
等
は
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

現
在
、
新
し
い

道
路
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
１

級
町
道
５
号
線
、
８
号
線
の
整
備

に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

町　

長　

新
た
な
整
備
計
画
の
策

定
は
、
住
民
説
明
会
や
意
見
公
募

を
実
施
し
、
地
域
の
課
題
を
共
有

し
な
が
ら
、
最
適
な
道
路
網
の
形

成
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

道
路
は
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な

れ
ば
、
補
修
し
て
い
く
の
か
伺
い

ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

未
舗
装
道
路
の

補
修
や
砕
石
対
応
に
つ
い
て
は
、

行
政
区
長
か
ら
申
請
し
て
い
た
だ

き
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
公

平
性
を
保
ち
な
が
ら
実
施
し
て
い 安

や す だ

田　忠
た だ し

司 議員

７
６
０
ｍ
の
整
備
に
入
っ
て
い
き

ま
す
。

　　

国
道
１
２
５
号
バ
イ
パ
ス
の
工

事
の
取
り
組
み
と
国
や
県
へ
の
働

き
か
け
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

下
妻
市
と
連
携

し
、
毎
年
県
へ
要
望
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
早
期
事
業

化
を
目
指
し
、
県
へ
強
く
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

動画は
こちら

≪議会インターネット映像配信を行っています≫

　議会に傍聴に来ることができない方でも、　　　

議会開催日にはインターネットにより生中

継をご覧いただけるほか、 生中継終了後、　　　

おおむね５日後から録画映像をご覧いただけ

ます。

　

憩
遊
館
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
工
事
が
完
了
し
、
令
和

８
年
４
月
25
日
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
前

に
、
議
会
で
憩
遊
館
の
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

憩遊館現地視察

映像配信

専用ページ
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八千代グリーンビレッジ  
 

憩
け い ゆ う か ん

遊館
リニューアルオープンリニューアルオープン

洗い場 つぼ湯

八千代グリーンビレッジ憩遊館

〒 300-3565　八千代町松本 592

☎ 0296-48-4126

■営業時間　

　午前 10 時～午後９時

　（最終受付：午後８時 30 分）

■休館日　

　第２・第４水曜日

▲
憩遊館

ホームページ

温泉の効能

  神経痛、筋肉痛、関節痛、

  冷え性、疲労回復、

  健康増進（血行促進）等

はなまる亭 八菜丸カフェ

新たに　　はなまる亭はなまる亭　と　八八
は な ま るは な ま る

菜丸菜丸カフェカフェ　　がオープン！

内湯

ふわふわドーム リラックスルーム

新たに生まれ変わった憩遊館「やちよ乃湯」で、
日ごろの疲れを癒しませんか？

皆さまのご来館をお待ちしています。


